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社会福祉士国家試験受験資格
この中には卒業に必要な福祉関連科目が含
まれます。社会福祉士国家試験受験資格の
みを取得して卒業することもできますが、
社会福祉士と精神保健福祉士、社会福祉士
と介護福祉士、社会福祉士と教職免許・特
別支援学校教諭免許の組み合わせで２つの
資格・免許を取得して卒業することもでき
ます。

社会福祉概論Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワークⅠ・Ⅱ
介護福祉論
社会福祉特講Ⅰ・Ⅱ
高齢者福祉論
心理学概論
医学一般
社会学概論
鹿児島社会福祉入門
手話
点字

公的扶助論
障害者福祉論
子ども家庭福祉論
就労支援サービス
ソーシャルワークⅢ・Ⅳ
ソーシャルワーク演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
地域福祉論Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワーク現場実習指導Ⅰ
司法福祉
ケアマネジメント論
基礎介護技術
保健医療サービス
家族社会学
社会病理論
ソーシャルワーク実習入門
ソーシャルワーク現場実習Ⅰ

演習Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワークⅤ・Ⅵ
福祉行財政と福祉計画
ソーシャルワーク演習Ⅳ
社会保障論Ⅰ・Ⅱ
権利擁護と成年後見制度
社会福祉運営管理
社会福祉調査
社会福祉特講Ⅲ
ソーシャルワーク現場実習指導Ⅱ
ソーシャルワーク現場実習Ⅱ

演習Ⅲ
演習Ⅳ（演習論文含む）
社会福祉法制
社会福祉学特論

精神保健福祉士国家試験受験資格
ここにあげた科目のほかに社会福祉士国家
試験受験資格科目の一部を履修する必要が
あります。

精神保健学Ⅰ・Ⅱ
精神医学Ⅰ・Ⅱ
精神保健福祉の原理Ⅰ・Ⅱ
精神保健福祉制度論

精神保健福祉援助演習Ⅰ・Ⅱ
精神障害リハビリテーション論
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ・Ⅱ
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
精神保健福祉援助実習

介護福祉士国家試験受験資格
ここにあげた科目のほかに社会福祉士国家
試験受験資格科目の一部を履修する必要が
あります。

介護福祉の基本Ⅰ
介護過程Ⅰ・Ⅱ
認知症の理解Ⅰ
生活支援技術Ⅰ・Ⅱ
介護実習指導Ⅰ
介護実習Ⅰ

障害の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅰ
こころとからだのしくみⅠ・Ⅱ・Ⅲ
生きがい活動援助法Ⅰ・Ⅱ
介護実習指導Ⅱ
介護実習Ⅱ
生活支援技術Ⅲ

手話・点字
認知症の理解Ⅱ
リハビリテーション論
介護福祉の基本Ⅱ
障害の理解Ⅱ
生活支援技術Ⅳ（栄養・調理）
生活支援技術Ⅳ（栄養・調理実習）
生活支援技術Ⅴ（被服及び住居）
生活支援技術Ⅴ（被服及び住居実習）

介護福祉特講Ⅰ・Ⅱ
介護実習指導Ⅲ
発達と老化の理解Ⅱ
介護過程Ⅲ
介護実習Ⅲ
医療的ケアⅠ・Ⅱ
医療的ケアⅢ（演習含む）

中学校・高等学校教諭免許
［中学校（社会）・高等学校（公民・福祉）］

この中には卒業に必要な選択科目が含まれ
ます。ここにあげた科目のほかに教員免許
を取得するために必要な教職専門科目があ
ります。

経済原論（国際経済を含む）
教育社会学
生涯学習概論
社会心理学
発達心理学

人文地理学概論
地誌学概論
政治学概論（国際政治を含む）
法律学概論（国際法を含む）
民法
自然地理学概論

特別支援学校教諭免許［知的障害者］
上記の教職免許（基礎免許）を取得したう
えで、特別支援教育に関する科目等を履修
する必要があります。

特別支援教育総論
障害児の心理・生理・病理

社会福祉学科


